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本冊子は、畑（はた）集落の特徴や魅力をまとめ、集落のみなさん

で集落に関する情報を共有し、再認識していただくとともに、西原村

に関心のある方に「畑集落」の魅力を知っていただき、移住希望者の

方にとっては、畑集落に住まうことの概要をお示しすることで移住の

判断材料としていただくことを目的とします。 

 

畑集落の公式キャラクター「はたモン」です。

平成 31 年 1 月、LINE スタンプがリリースさ

れました。このスタンプの収益は畑集落の震災

復興の事業費にあてられます。 
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■
は
じ
め
に 

西
原
村
は
平
成 

年
４
月
の
熊
本
地
震
に
よ
り
甚
大
な
被
害

を
受
け
ま
し
た
。
畑
集
落
に
お
い
て
も
道
路
や
水
路
の
他
、
住

家
の
全
戸
が
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
震
災
か
ら
の
復
旧
、
そ
し

て
創
造
的
復
興
へ
と
歩
み
を
進
め
て
い
ま
す
。 

村
と
い
っ
て
も
熊
本
市
中
心
部
か
ら
車
で 

分
ほ
ど
の
距
離

に
あ
り
、
山
奥
の
村
と
い
う
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
阿
蘇
山
に

近
く
、
外
輪
山
が
す
ぐ
目
の
前
に
あ
る
美
し
い
自
然
豊
か
な
地

域
で
す
。
そ
れ
で
い
て
阿
蘇
く
ま
も
と
空
港
に
も
近
く
、
広
域

交
通
利
便
性
の
高
い
地
域
で
す
。
畑
集
落
に
は
県
道 

号
が
通

り
、
阿
蘇
と
結
ぶ
俵
山
ル
ー
ト
の
入
口
に
当
た
り
ま
す
。 

熊
本
市
の
街
な
か
に
比
べ
気
温
が
２
℃
ほ
ど
低
く
、
真
夏
で

も
爽
や
か
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

農
地
面
積
は
広
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
台
地
部
に
は
畑
が
あ

り
カ
ラ
イ
モ
を
は
じ
め
、
イ
チ
ゴ
な
ど
の
施
設
園
芸
も
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
小
河
川
沿
い
の
低
地
部
や
山
裾
丘
陵
部
に

水
田
が
あ
り
ま
す
。
丘
陵
部
の
水
田
は
美
し
い
棚
田
と
い
う
ほ

ど
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
お
い
し
い
お
米
が
取
れ
ま
す
。 

   

          

28 

28 

40 

畑集落 

阿蘇くまもと空港 

益城町 

阿蘇山 

南阿蘇村 

西原村 

畑集落の位置図 

萌の里 

白糸の滝 

俵山 
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■
集
落
の
概
要 

西
原
村
の
地
勢
と
気
候 

西
原
村
の
東
部
は
、
阿
蘇
外
輪
山
の
一
部
で
あ
る
標
高
１
、
０

９
５
ｍ
の
俵
山
を
中
心
に
広
大
な
原
野
と
山
林
か
ら
な
り
、
面

積
は
約
６
、

１
２
６ 
で
総
面
積
の 

％
を
占
め
て
い
ま
す
。 

山
麓
と
益
城
町
に
接
す
る
台

地
は
、
耕
地
と
し
て
畑
、
ま
た
は

樹
園
地
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い

る
ほ
か
、
西
流
す
る
鳥
子
川
と
木

山
川
流
域
ま
た
は
、
そ
の
ほ
か
の

小
河
川
流
域
に
は
水
田
が
拓
け

て
い
ま
す
。 

山
か
ら
の
風
を
多
く
受
け
、
春

先
に
強
く
吹
く
東
風
の
こ
と
を

俗
に
「
ま
つ
ぼ
り
風
」
と
呼
び
ま

す
。 な

お
、
西
原
村
は
全
域
が
都
市

計
画
区
域
外
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

   

交
通 

【
最
寄
り
鉄
道
駅
】 

Ｊ
Ｒ
肥
後
大
津
駅
（
阿
蘇
く
ま
も
と
空
港
ま
で
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
が
運
行

） 

【
最
寄
り
バ
ス
停
】 

山
西
小
学
校
前
（
九
州
産
交
バ
ス
） 

阿
蘇
く
ま
も
と
空
港
（
リ
ム
ジ
ン
バ
ス
） 

【
自
動
車
】 

熊
本
市
中
心
部
か
ら
約 

分 

阿
蘇
く
ま
も
と
空
港
か
ら
約 

分 

【
タ
ク
シ
ー
】 

西
原
タ
ク
シ
ー 

℡
０
９
６-

２
７
６-

２
０
３
８ 

 畑
集
落
の
人
口
・
世
帯
数 

・
平
成 

年
１
月
現
在
の 

畑
区
に
加
入
す
る
世
帯 

数
と
人
口
で
す
。
そ
の 

他
に
集
落
内
に
は
賃
貸 

共
同
住
宅
２
棟 

戸
が 

立
地
し
て
い
ま
す
。 

・
概
ね
３
割
は
以
前
、
地 

区
外
か
ら
当
地
に
移
住 

さ
れ
た
世
帯
で
す
。 

80 

ha 

45 

10 

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

平均気温（℃）

10

17

3

15

19

8

20 10 0 10 20 30

65歳以上

15～64歳

14歳以下

畑区3階級年齢別人口

男性 女性

世帯数：21 世帯 

人 口：72 人（男性 30 人,女性 42 人） 

31 

10 

標準的な平均気温(℃) 
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■
集
落
の
自
治
組
織 

集
落
の
構
成 

畑
区
は
大
字
区
分
で
は
小
森
区
に
属
し
、
さ
ら
に
小
森
東
区

の
ひ
と
つ
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
必
ず
し
も
土
地
区
分
に
よ
ら

ず
血
縁
に
よ
り
飛
び
地
で
も
畑
区
に
属
す
る
世
帯
も
あ
り
ま
す
。 

              

 

※
初
寄
り 

年
始
に
全
戸
か
ら
一
人
ず
つ
公
民
館
に
集
ま
っ
て
、
区
長
等

の
選
任
や
会
計
予
算
、
年
間
計
画
な
ど
を
話
し
合
い
ま
す
。 

 

自
主
防
災
組
織 

名 
 

称
：
畑
地
区
自
主
防
災
組
織 

役 
 

員
：
委
員
長
（
１
名
）
、
防
災
委
員
（
１
名
）
、 

避
難
委
員
（
２
名
）、
救
助
委
員
（
２
名
）、 

救
護
委
員
（
２
名
） 

活
動
内
容
：
防
災
訓
練
、
防
災
学
習 

 

※
防
災
行
政
無
線
の
通
信
シ
ス
テ
ム 

役
場
基
地
局
か
ら
放
送
す
る
緊
急

放
送
や
一
般
行
政
放
送
を
各
地
区
に

設
置
し
た
屋
外
拡
声
局
か
ら
知
ら
せ

ま
す
。
ま
た
各
世
帯
に
防
災
無
線
戸
別

受
信
機
が
配
置
さ
れ
て
お
り
、
災
害
危

険
性
や
災
害
状
況
、
避
難
勧
告
、
避
難

指
示
等
の
情
報
が
配
信
さ
れ
ま
す
。 

 
 

 

小森西区 

（嘱託区長） 

小森区（総区長） 
小森東・小森西のどちら

かの嘱託区長が兼任 

書 記（1 名） 

会 計（1 名） 

監査役（3 名） 

畑区（区長） 

小森東区 

（嘱託区長） 

 

分館長（1 名） 

土地改良理事（2 名、任期：3 年） 

その他の畑区の役職 

衛生班長（区長が兼任） 

小組合長（農家で組織） 

原野組合理事（1 名、任期：3 年） 
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消
防
団 

名 
称
：
第
二
分
団
第
四
班 

定 
員
：
風
当
と
合
同
で
９
名 

【
行
事
】 

１
月
：
出
初
め
式
、 

３
月
：
春
季
火
災
予
防
運
動 

５
月
：
操
法
大
会
（
隔
年
） 

月
：
秋
季
火
災
予
防
運
動 

月
：
年
末
警
備
、 

防
災
訓
練
（
隔
年
） 

            

子
ど
も
会 

名 
 

称
：
畑
子
ど
も
会 

対 

象 

者
：
小
学
生
（
名
ヶ
迫
、
風
当
と
合
同
） 

企
画
・
運
営
は
保
護
者
が
担
っ
て
い
ま
す
。 

活
動
内
容
：
廃
品
回
収
、
ゴ
ミ
拾
い
、 

お
楽
し
み
イ
ベ
ン
ト 

 

婦
人
会 

名 
 

称
：
畑
婦
人
会 

対 

象 

者
： 

歳
未
満
の
既
婚
女
性 

活
動
内
容
：
催
し
等
の
食
事
の
手
伝
い
、
旅
行 

 

敬
老
会 

名 
 

称
：
函
老
会 

対 

象 

者
： 

歳
以
上 

活
動
内
容
：
サ
ロ
ン
（
月
に
１
回
、
お
茶
飲
み
や
カ
ラ
オ
ケ
な

ど
）
、
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
旅
行
、
廃
品
回
収
、

毎
週
金
曜
日
の
夜
カ
ラ
オ
ケ
の
練
習 

  

12 11 

65 65 

消防団の機構図 
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■
集
落
の
決
ま
り
ご
と 

■
区
費
（
消
防
費
を
含
む
） 

・
農
家
世
帯
：
１
０
、

３
０
０
円
／
世
帯･

年 

・
農
家
以
外
の
世
帯
：
８
、

３
０
０
円
／
世
帯･

年 

・
自
治
活
動
を
維
持
す
る
た
め
の
経
費
に
な
り
ま
す
。
１
月
の

初
寄
り
の
時
に
支
払
い
ま
す
。 

 

■
区
入
会
金
：
４
０
、

０
０
０
円 

・
新
し
く
畑
区
に
入
会
す
る
時
に
支
払
い
ま
す
。 

 

■
区
役
（
公
役
）
：
共
同
で
行
う
道
路
清
掃
作
業 

・
年
３
回
（
春
５
月
、
夏
８
月
、
秋
９
月
）、
割
り
当
て
道
路
沿

道
の
草
刈
や
用
水
路
の
草
刈
を
行
い
ま
す
。 

・
各
世
帯
か
ら
１
名
の
参
加
を
求
め
ま
す
。
春
と
秋
は
西
原
村

主
催
の
「
道
路
品
評
会
」
が
あ
り
ま
す
。 

・
区
役
に
参
加
で
き
な
い
場
合
は
不
足
金
６
，
０
０
０
円
を
支
払

う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
世
帯
が
男
性 

歳
以
上
、

女
性 

歳
以
上
の
場
合
は
免
除
と
な
り
ま
す
。 

   

              
 

75 

70 
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■
集
落
の
史
跡
・
伝
承
な
ど 

き
つ
ね
塚
古
墳 

き
つ
ね
塚
頂
上
付
近
に
直
径 

メ
ー
ト
ル
は
ど
の
円
墳
が
確

認
で
き
ま
す
。
本
格
的
な
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
て
い
な
い
た
め

正
確
な
時
期
は
断
定
で
き
ま
せ
ん
が
、
鉄
製
の
直
刀
が
以
前
に

出
土
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
ま
た
鉄
鏃
も
出
土
し
て
い
ま
す
。 

本
来
は
２
基
の
古
墳
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
が
、
現

在
は
土
地
改
良
や
道
路
整
備
に
よ
り
１
基
が
古
墳
と
わ
か
る
だ

け
で
す
。 

当
時
小
森
区
と
鳥
子
区
な
ど
を
治
め
た
人
物
の
墓
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
雄
塚
と
雌
塚
と
い
う
複
数
の
古
墳
の
存
在
か
ら
も
、

き
つ
ね
塚
古
墳
の
周
辺
に
当
時
の
集
落
が
展
開
し
て
い
た
の
で

し
ょ
う
。（
参
考
資
料
：
西
原
村
誌
） 

 

西
南
戦
争
落
ち
武
者
の
墓
（
ら
し
い
） 

当
地
域
も
西
南
戦
争
の
戦
場
と
な
り
、
打
ち
捨
て
ら
れ
た

薩
軍
の
武
者
を
哀
れ
ん
で
、
墓
を
つ
く
り
埋
葬
し
た
と
の
こ

と
で
す
。
き
つ
ね
塚
近
く
の
農
地
に
あ
り
ま
し
た
が
、
現
在
、

墓
石
は
散
乱
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

  

畑
地
蔵 

お
地
蔵
さ
ん
は
子
ど
も
の
守
り
神

と
し
て
の
ご
利
益
が
一
般
的
に
知
ら

れ
て
い
ま
す
。 

文
政
３
年
（
１
８
３
０
年
）
築
造

（
参
考
資
料
：
西
原
村
誌
） 

   

真
成
寺 浄

土
真
宗
大
谷
派
（
東
本
願
寺
派
）

で
あ
り
、
本
尊
は
阿
弥
陀
如
来
で
す
。 

正
保
年
間
（
１
６
４
５
年
頃
）
の
創

設
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
元
禄
年
間

（
１
６
８
８
～
１
７
０
３
年
）
に
熊
本

市
か
ら
小
森
に
移
り
、
明
治 

年
に
東

本
願
寺
の
末
寺
と
な
り
ま
し
た
。
大
正

２
年
に
現
在
の
位
置
に
移
っ
て
い
ま

す
。 彼

岸
の
中
日
に
は
説
法
が
行
わ
れ

ま
す
。
（
参
考
資
料
：
西
原
村
誌
） 
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■
年
中
行
事 

―
伝
統
行
事
― 

ど
ん
ど
や 

【
謂
れ
】 

・
小
正
月
の
行
事
で
、
正
月
の
松
飾
り
、
書
初
め
な
ど
を
家
々

か
ら
持
ち
寄
り
、
１
箇
所
に
積
み
上
げ
て
燃
や
す
日
本
伝
統

の
火
祭
り
行
事
で
す
。 

・
ど
ん
ど
や
の
火
に
あ
ぶ
っ
た
り
、
残
り
火
で
鏡
餅
を
焼
い
て

食
べ
れ
ば
、
そ
の
一
年
間
健
康
な
ど
の
言
い
伝
え
も
あ
り
、

無
病
息
災
・
五
穀
豊
穣
を
祈
る
民
間
伝
承
行
事
で
す
。 

【
時
期
・
場
所
】 

・
１
月
中
旬
・
県
道
下
の
農
地 

【
内
容
】 

・ 

年
程
前
に
名
ヶ
迫
の
ど
ん
ど
や
に
参
加
す
る
よ
う
に
な

り
、 

年
程
前
か
ら
畑
地
区
単
独
で
や
り
は
じ
め
ま
し
た
。

当
日
の
早
朝
か
ら
男
達
み
ん
な
で
、
竹
を
切
り
出
し
櫓
を
組

ん
で
火
を
つ
け
、
昨
年
の
熊
手
、
し
め
飾
り
な
ど
を
燃
や
し

ま
す
。
そ
の
年
の
干
支
の
人
達
が
火
を
点
け
ま
す
。 

・
残
り
火
で
餅
を
焼
い
て
食
べ
、
竹
筒
で
燗
を
つ
け
た
酒
を
竹

の
カ
ッ
プ
で
飲
み
ま
す
。
ま
た
、
区
長
さ
ん
か
ら
お
で
ん
や

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
が
振
舞
わ
れ
ま
す
。 
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い
わ 



8 

馬
ん
子
祝
い 

【
謂
れ
】 

・
元
々
は
、
む
か
し
は
各
家
庭
に
馬
か
牛
が
１
頭
い
て
、
馬
の

子
が
生
れ
る
と
お
祝
い
と
し
て
、
各
家
庭
を
順
繰
り
に
回
り
、

婦
人
会
の
方
が
料
理
を
し
て
、
そ
こ
の
家
で
宴
会
を
す
る
と

い
う
催
し
で
し
た
。 

【
時
期
・
場
所
】 

・
３
月
・
公
民
館 

【
内
容
】 

・
年
配
の
方
が
子
ど
も
の
こ
ろ
は
、
そ
こ
の
家
の
爺
ち
ゃ
ん
と

プ
ロ
レ
ス
を
や
っ
て
い
た
。
一
軒
一
軒
回
る
か
ら
間
取
り
が

だ
い
た
い
分
か
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。 

・
萌
の
里
の
近
く
の
馬
頭
さ
ん
（
馬
頭
観
音
）
に
お
参
り
を
し

て
そ
の
後
、
お
花
見
の
よ
う
な
飲
み
会
が
あ
り
ま
す
。 

 

先
祖
ま
つ
り 

【
時
期
・
場
所
】 

・
１
月 

日
と
８
月 

日
・
共
同
墓
地
／
公
民
館 

【
内
容
】 

・
畑
区
の
共
同
墓
地
に
お
参
り
し
て
、
み
ん
な
で
ご
先
祖
様

に
感
謝
し
、
公
民
館
で
軽
く
飲
み
会
が
あ
り
ま
す
。 

 

地
蔵
ま
つ
り 

【
時
期
・
場
所
】 

・
８
月
・
畑
地
蔵 

【
内
容
】 

・
地
蔵
さ
ん
を
清
掃
し
て
、
飾
り
を
付
け
て
、
お
賽
銭
を
あ
げ

た
子
ど
も
達
に
お
菓
子
を
配
り
ま
す
。 

 

神
社
の
例
祭 

・
畑
集
落
の
中
に
神
社
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
地
区
の
氏
神
と
し

て
小
森
神
社
、
塩
井
社
、
妙
見
社
の
三
社
が
あ
り
、
袴
野
、

桑
鶴
、
大
切
畑
、
風
当
、
畑
、
名
ヶ
迫
、
万
徳
、
下
小
森
の

八
地
区
が
当
番
で
例
祭
の
し
め
縄
な
ど
の
準
備
を
し
ま
す
。 

・
畑
集
落
か
ら
３
～
５
人
が
参
加
し
て
い
ま
す
。 

 

小
森
神
社
（
二
ノ
宮
神
社
）
例
祭 

・
阿
蘇
市
宮
地
の
阿
蘇
神
社
系
の
お
宮
で
、
阿
蘇
都
比
咩
命
（
あ

そ
つ
ひ
め
の
み
こ
と
）
を
祀
っ
て
い
る
が
、
鎌
倉
権
五
郎
景

政
が
合
祀
さ
れ
て
い
ま
す
。 

・
例
祭
： 

月 

日 
 

16 

16 

11 

23 
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―
お
楽
し
み
行
事
― 

 

子
ど
も
会
の
行
事 

・
定
期
的
な
行
事
に
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
七
夕
祭
り
や
ク

リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会
な
ど
を
企
画
し

て
行
っ
て
い
ま
す
。 

               

住
民
が
参
加
す
る
村
の
行
事 

４
月
：
村
民
球
技
大
会
（
ペ
タ
ン
ク
） 

・
集
落
対
抗
の
ペ
タ
ン
ク
大
会
で
す
。
大
会
終
了
後
は
地
域
に

戻
っ
て
お
疲
れ
さ
ま
会
を
や
っ
て
い
ま
す
。 

        

月
：
西
原
村
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

・
小
森
東
チ
ー
ム
で
参
加
し
ま
す
。
ム
カ
デ
競
争
や
綱
引
き
、

玉
入
れ
、
大
縄
跳
び
な
ど
の
競
技
を
競
い
ま
す
。 

       
 

11 
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■
集
落
で
の
生
活 

上
水 ・

簡
易
水
道
加
入
金
： 

万
円 

・
畑
地
区
に
は
小
森
水
道
と
万
徳
水
道
が
あ
り
ま
す
。
ど
ち
ら

か
に
加
入
す
る
時
に
負
担
金
と
し
て
支
払
い
ま
す
。
な
お
、

将
来
的
に
は
村
営
水
道
に
加
入
予
定
で
す
。 

・
井
戸
と
す
る
場
合
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。 

 

下
水 ・

合
併
処
理
浄
化
槽
を
介
し
て
道
路
側
溝
に
放
流
し
ま
す
。 

・
浄
化
槽
は
、
浄
化
槽
法
に
よ
り
保
守
点
検
及
び
清
掃
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
保
守
点
検
及
び
清
掃
を
実
施
し
な
い

と
悪
臭
や
汚
水
に
よ
り
河
川
等
の
水
質
汚
染
の
原
因
と
も
な

り
ま
す
の
で
、
必
ず
保
守
点
検
及
び
清
掃
を
実
施
し
て
く
だ

さ
い
。 

ガ
ス ・

個
別
に
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
を
契
約
し
使
用
し
ま
す
。 

 

電
気 ・

九
州
電
力
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

ゴ
ミ
の
出
し
方 

・
上
方
、
下
方
に
そ
れ
ぞ
れ
に
１
ヶ
所
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が

あ
り
ま
す
。 

・
ゴ
ミ
は
き
ち
ん
と
分
別
し
て
、
決
ま
っ
た
日
の
朝
８
時
ま
で

に
出
し
ま
し
ょ
う
。 

燃
え
る
ゴ
ミ 

：
毎
週
月
曜
日
・
金
曜
日 

燃
え
な
い
ゴ
ミ
：
第
２
火
曜
日 

資
源
ゴ
ミ 

牛
乳
パ
ッ
ク 

 
 
 
 
  

 
 

：
偶
数
月
第
４
火
曜
日 

ビ
ン
・
カ
ン
等 

 
 

 

：
第
１
・
３
火
曜
日 

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル 

 
 
 
 
 

：
第
３
水
曜
日 

プ
ラ
容
器
・
包
装 

 
 

：
木
曜
日 

紙
類
（
雑
誌
・
チ
ラ
シ
）：
第
１
水
曜
日 

紙
類
（
新
聞
の
み
） 

 
 

：
第
２
水
曜
日 

紙
類
（
ダ
ン
ボ
ー
ル
） 

：
第
４
水
曜
日 
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子
育
て
教
育
環
境 

■
子
育
て
ひ
ろ
ば 

開
所
日
：
月
曜
日
～
金
曜
日 

時 
間
：
午
前 

時
～
午
後
３
時 

■
保
育
園 

に
し
は
ら
保
育
園
（
村
立
） 

こ
う
の
と
り
保
育
園
（
私
立
） 

■
小
学
校 

山
西
小
学
校
、
河
原
小
学
校 

・
西
原
村
に
は
山
西
小
学
校
と
河
原
小
学
校
の
２
校
が
あ
り
、

ど
ち
ら
に
通
学
し
て
も
良
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
畑
集

落
か
ら
は
山
西
小
学
校
が
近
い
で
す
。 

■
学
童
保
育 

・
小
学
校
に
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
が
あ
り
ま
す
。 

■
学
童
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム 

・
学
童
野
球
、
学
童
サ
ッ
カ
ー
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
、
少
年

剣
道
ク
ラ
ブ
、
少
年
柔
道
ク
ラ
ブ
、
少
年
少
林
寺
拳
法
、
夢

運
太
鼓
な
ど
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
が
あ
り
ま
す
。 

■
中
学
校 

・
西
原
中
学
校
に
進
学
し
ま
す
。 

■
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
「
山
河
の
館
」 

開
館
・
閉
館
時
間
：
午
前
９
時
～
午
後
５
時 

休
館
日
：
毎
週
土
曜
日 

・
図
書
等
の
本
の
貸
し
出
し
冊
数
は
、
１
人
１
回
に
つ
き
５
冊

ま
で
、
貸
出
期
間
は 

日
以
内
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

高
齢
者
福
祉
の
環
境 

■
に
し
は
ら
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
役
場
の
敷
地
内
） 

・
業
務
内
容
：
総
合
相
談
、
権
利
擁
護
（
成
年
後
見
、
高
齢
者

虐
待
等
）、
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
業
務
、
包
括
的
継

続
的
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
業
務
、
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
、

認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
へ
の
相
談
、
総
合
事
業
の
各

種
相
談
、
自
立
支
援
型
地
域
ケ
ア
会
議
等 

・
そ
の
他
の
活
動
：
一
般
介
護
予
防
事
業
の
一
つ
と
し
て
、「
ス

ー
パ
ー
サ
ロ
ン
」
を
開
催
中
。
週
１
回
の
通
い
の
場
を
村
内

６
ヶ
所
に
設
置
。
（
万
徳
、
土
林
、
葛
目
、
袴
野
、
出
の
口
、

風
当
）
体
力
測
定
や
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
「
た
い
ぎ
ゃ
よ
か
体
操
」

を
取
り
入
れ
、
介
護
予
防
と
通
い
の
場
を
提
供
。
運
営
は
介

護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
を
中
心
に
行
っ
て
い
ま
す
。 

定
休
日
：
土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
日 

■
の
ぎ
く
荘 

・
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
：
介
護
保
険
対
応
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
通
所

型
介
護
予
防
事
業
、
身
体
障
害
者
対
応
デ
イ
サ
ー
ビ
ス 

 

10 

15 
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■
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
み
ど
り
の
館
」 

・
み
ど
り
の
館
は
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
を
は
じ
め
、
老
人
短

期
入
所
事
業
や
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
様
々
な
社
会
福
祉

事
業
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

 医
療
関
係
施
設 

■
永
広
医
院 

℡
０
９
６-
２
７
９-

２
２
２
２ 

診
療
科
目
：
内
科
、
呼
吸
器
科
、
循
環
器
科
、
消
化
器
科
、

小
児
科 

休
診
日
：
日
曜
日
・
祝
日
、
木
・
土
曜
日
午
前
の
み 

駐
車
場
： 

台 

■
の
む
ら
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク 

℡
０
９
６-
２
９
２-

２
２
５
０ 

診
療
科
目
：
内
科
、
呼
吸
器
科
、
循
環
器
科 

休
診
日
：
日
曜
日
、
祝
日 

駐
車
場
： 

台 

■
桑
田
歯
科
医
院 

℡
０
９
６-

２
７
９-

３
２
６
６ 

診
療
科
目
：
歯
科
、
小
児
歯
科
、
矯
正
歯
科
、
口
腔
外
科 

休
診
日
：
木
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
日 

駐
車
場
： 

台 

■
赤
尾
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク 

℡
０
９
６-

３
４
０-

４
０
４
０ 

診
療
科
目
：
歯
科
、
小
児
歯
科
、
口
腔
外
科 

休
診
日
：
日
曜
日
、
祝
日 

駐
車
場
：
８
台 

買
い
物
情
報 

・
買
い
物
に
は
車
を
使
い
ま
す
。
普
段
の
食
料
品
は
、
全
日
食

や
ふ
る
さ
と
市
場
、
萌
の
里
な
ど
近
く
に
お
店
が
あ
り
ま
す
。

ま
と
ま
っ
た
買
い
物
は
大
津
や
光
の
森
ま
で
行
き
ま
す
。
ネ

ッ
ト
通
販
な
ど
も
便
利
で
す
。 

・
そ
の
他
に
コ
ン
ビ
ニ
や
弁
当
屋
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
、
食
事

処
、
居
酒
屋
も
あ
り
ま
す
。 
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お弁当のヒライ 

セブンイレブン 

コメリ 

小森神社（二ノ宮神社） 

にしはら保育園 

のぎく荘 

西原中学校 

構造改善センター 

西原村役場 
生涯学習センター山河の館 

ナフコ 

こうのとり保育園 

のむら内科クリニック 

西原郵便局 

山西小学校 

特別養護老人ホーム 
みどりの館 

桑田歯科医院 

子育てひろば 

永広医院 

赤尾歯科クリニック 

N
 

畑集落 

至熊本市 

至南阿蘇村 
畑集落周辺の施設立地 

ローソン 

けやき工房 



14 

■
観
光
・
リ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン 

俵
山 

標
高
１
、

０
９
５
メ

ー
ト
ル
、
阿
蘇
外
輪
山

の
西
側
に
位
置
し
、
西

原
村
の
シ
ン
ボ
ル
俵

山
。
こ
の
俵
山
は
米
俵

を
重
ね
た
姿
に
似
て

い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の

名
前
が
つ
い
た
と
い

い
ま
す
。
春
は
野
焼
き

で
真
っ
黒
に
な
り
、
夏
は
青
々
と
し
た
新
緑
と
な
り
、
秋
に
は

ス
ス
キ
が
風
に
揺
れ
、
夕
日
に
照
ら
さ
れ
て
黄
金
の
海
と
な
り
、

冬
は
雪
化
粧
を
し
、
四
季
折
々
の
表
情
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。 

俵
山
の
中
腹
に
は
扇
坂
展
望
所
が
あ
り
ま
す
。
熊
本
市
内
、

高
遊
原
台
地
、
大
津
・
菊
陽
方
面
が
一
望
で
き
ま
す
。
最
近
は

ス
カ
イ
ス
ポ
ー
ツ
（
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
）
の
拠
点
と
し
て
注
目

の
ス
ポ
ッ
ト
。
夕
日
や
夜
景
も
絶
景
で
す
よ
。 

   

白
糸
の
滝 

高
さ 

メ
ー
ト
ル
か
ら
の
落
水
は
、
ま
る
で
白
き
糸
の
様
。

そ
の
昔
、
兵
部
と
い
う
男
が
こ
の
滝
で
雷
雨
に
見
舞
わ
れ
雨
宿

り
を
し
て
い
る
と
美
し
い
寄
姫
が
現
れ
て
兵
部
は
心
を
奪
わ
れ

二
人
は
結
ば
れ
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
織
物
を
す
る
と
言
っ
て
は

出
か
け
て
い
く
寄
姫
に
巷
で
は
妙
な
噂
が
立
ち
始
め
ま
す
。
兵

部
は
寄
姫
を
問
い
詰
め
ま
す
が
知
り
ま
せ
ん
と
答
え
る
ば
か
り

で
す
。
怒
っ
た
兵
部
は
刀
で
寄
姫
を
斬
り
突
け
ま
し
た
。
寄
姫

は
外
へ
逃
げ
ま
し
た
が
、
点
々
と
続
く
血
の
跡
を
た
ど
っ
て
い

く
と
洞
窟
の
中
に
血
を
流
し
て
横
た
わ
る
大
蛇
の
姿
が
あ
っ
た

と
い
う
寄
姫
伝
説
が
語
り
継
が
れ
て
い
ま
す
。 

夏
に
涼
を
求
め
て
訪
れ
る
人
も
多
い
で
す
。 

          
20 



15 

 
俵
山
交
流
館
「
萌
の
里
」 

俵
山
の
ふ
も
と
に
あ
る
萌
の
里
。
地
元
で
収
穫
さ
れ
た
新
鮮

な
農
産
物
や
手
づ
く
り
の
ま
ん
じ
ゅ
う
、
漬
物
な
ど
の
加
工
品
、

地
元
作
家
の
陶
器
・
工
芸
品
が
並
ん
で
い
ま
す
。
俵
山
を
眺
め

な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
し
た
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

                 

 

風
の
里
キ
ャ
ン
プ
場 

大
嶺
山
の
山
頂
に
あ
る
キ
ャ
ン

プ
場
で
す
。
熊
本
地
震
に
よ
り
大
き

な
被
害
を
受
け
ま
し
た
が
、
平
成 

 
 

あ
年
４
月
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。 

    

ら
く
の
う
阿
蘇
ミ
ル
ク
牧
場 

乳
搾
り
や
パ
ン
、
ソ
ー
セ
ー
ジ
づ

く
り
が
体
験
で
き
る
酪
農
の
体
験

型
テ
ー
マ
パ
ー
ク
で
す
。
レ
ス
ト
ラ

ン
に
は
自
然
食
バ
イ
キ
ン
グ
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
ヤ
ギ
や
ウ
サ
ギ
な

ど
の
動
物
と
ふ
れ
あ
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。 

 
 

31 
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大切畑ダム 

風の里 

畑区公民館 きつね塚 

塩井社 

ラピス 

サカタスイーツ 

山西団地 
（災害公営住宅） 

山西小学校 小森神社 

風薫るパスタ 

真成寺 

喫茶アニー 

・集落の周辺を散策してみませんか。 

・お隣の集落を訪ねがてら心地よい風景

を見つけることができますよ。 

    散策コース 

    県道 0               500m 

けやき工房 

上井手(用水路)沿いの小路 

集
落
周
辺
の
散
策 

                      

          
 

N
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■
集
落
の
達
人
た
ち 

特
産
品
づ
く
り 

 

永
田
悦
郎
さ
ん
：
シ
ル
ク
ス
イ
ー
ト
づ
く
り 

食
べ
た
人
に
喜
ん
で
貰
え
る
よ 

う
な
野
菜
作
り
を
こ
れ
か
も
頑 

張
り
ま
す
！ 

     

  

        

永
田
暁
洋
さ
ん
：
ト
マ
ト
づ
く
り 

と
っ
て
も
美
味
し
い
ト
マ
ト
を 

作
っ
て
い
ま
す
。 

農
家
と
し
て
ま
だ
ま
だ
な
の 

で
、
早
く
一
人
前
に
な
れ
る 

よ
う
に
頑
張
り
ま
す
！ 

 

    
 

 

と
っ
て
も
美
味
し
い
ト
マ

ト
を
作
っ
て
い
ま
す
。 

農
家
と
し
て
ま
だ
ま
だ
な

の
で
、
早
く
一
人
前
に
な
れ

る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
！ 

 

食
べ
た
人
に
喜
ん
で
貰
え

る
よ
う
な
野
菜
作
り
を
こ

れ
か
ら
も
頑
張
り
ま
す
！ 
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藤
田
精
一
さ
ん
：
イ
チ
ゴ
「
恋
み
の
り
」
づ
く
り 

い
ろ
い
ろ
の
皆
さ
ま
の
お
か
げ
で
イ
チ
ゴ
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

イ
チ
ゴ
作
り
を
は
じ
め
て 

年
近
く
に
な
り
ま
す
。 

そ
の
時
々
の
品
種
、
「
と
よ
の
か
」
「
さ
ち
の
か
」
「
紅
ほ
っ
ぺ
」

「
さ
が
ほ
の
か
」
と
栽
培
し
て
き
ま
し
た
。 

現
在
「
恋
み
の
り
」
と
い
う
品
種
、
３
年
目
と
な
っ
て
頑
張
っ

て
い
ま
す
。
感
謝
の
気
持
ち
で
お
い
し
い
イ
チ
ゴ
を
作
っ
て
い

ま
す
。 

            

東
邦
寛
さ
ん
：
落
花
生
づ
く
り 

借
り
て
い
た
畑
は
地
震
後
返
し
て
し
ま
っ
て
、
今
は
１
反
の
畑

で
栽
培
し
て
い
ま
す
。
遊
び
仕
事
で
す
。
小
規
模
な
栽
培
で
は

採
算
が
合
い
ま
せ
ん
。
小
粒
が
お
い
し
い
と
言
わ
れ
る
の
で
小

粒
を
植
え
て
い
ま
す
。 

弁
当
屋
さ
ん
が
買
い
取
っ
て
、
最
近
で
は
落
花
生
豆
腐
を
作
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。
自
家
用
の
分
は
ビ
ー
ル
の
つ
ま
み
に
し
て

い
ま
す
。 

            

  
 

15 ㎏×9 袋／1 反 

28 

ミツバチ 
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藤
本
磨
さ
ん
：
黒
ニ
ン
ニ
ク
づ
く
り 

震
災
の
被
害
か
ら
逃
れ
た
僅
か
ば
か
り
の
畑
地
の
一
角
で
ニ
ン

ニ
ク
の
栽
培
を
始
め
て
３
年
目
、
思
い
の
ほ
か
の
出
来
栄
え
と

収
穫
量
に
恵
ま
れ
自
家
用
で
は
消
費
で
き
ず
嬉
し
い
誤
算
と
な

り
ま
し
た
。 

そ
ん
な
折
、
思
い
つ
い
た
の
が
黒
ニ
ン
ニ
ク
へ
の
加
工
で
し
た

（
家
内
の
発
案
）
。
出
来
上
が
っ
た
も
の
は
友
人
知
人
、
親
戚
等

に
も
お
裾
分
け
す
る
余
裕
の
程
と
な
り
、
残
り
は
一
年
中
、
家

内
と
二
人
で
毎
朝
一
片
ず
つ
食
し
、
元
気
な
毎
日
を
送
る
事
が

出
来
て
い
ま
す
。 

 

[

作
り
方] 

①
収
穫
し
た
ニ
ン
ニ
ク
球
を
１
週
間
天
然
乾
燥
さ
せ
る 

②
薄
皮
を
１
～
２
枚
残
し
て
表
皮
を
剥
ぐ 

③
球
の
ま
ま
保
温
器
に
入
れ
、
キ
ッ
チ
ン
ペ
ー
パ
ー
を
被
せ
、

保
安
器
の
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
る 

④
２
週
間
程
度
保
温
状
態
を
維
持
す
る 

ポ
イ
ン
ト
：
毎
日
一
度
は
蓋
を
開
け
水
分
を
拭
き
取
る 

⑤
表
面
が
こ
げ
茶
色
～
黒
色
に
変
色
し
た
ら
出
来
上
が
り 

⑥
保
存
パ
ッ
ク
に
入
れ
冷
蔵
庫
で
保
管 

 

               
 

■編集チームから「集落自慢」を一言 

 

おじいちゃん世代と若手世代の連携とコミュニケーション

がしっかりと取れて、地域の先輩達が聞く耳を持ち若手世

代を盛り上げながら、田舎ならではの自然が残り、生活を

する上でも協力・共助が行える素晴らしい地区です。（T.S） 

 

現在、地震の影響で畑地区から離れた所に住んでいます。 

畑にいた頃は気づかなかったのですが、畑は自然が豊か

で、のんびり自然体で暮らせて、心が安らぐ場所だと再認

識致しました。（A.N） 

 

A 

 

お年寄り・大人・子供達が地域一体となって

色んな活動を行なっていて、大変仲が良い地

区です。（T.S） 
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畑
の
お
店 

【
欧
風
食
彩
ラ
ピ
ス
】
永
田
智
広
さ
ん 

所
在
地
：
西
原
村
小
森
１
１
１
３ 

ラ
ン
チ
タ
イ
ム
： 

 

： 

～ 

： 
 

デ
ィ
ナ
ー
タ
イ
ム
（
ご
予
約
の
み
）： 

 

： 

～ 

： 
 

定
休
日
：
毎
週
火
曜
日 

ラ
ピ
ス
の
お
も
て
な
し
：
お
客
様
の
大
切
な
ひ
と
と
き
の
た
め

に
、
素
材
も
雰
囲
気
も
大
切
に
し
て
い
ま
す
。 

           

【
け
や
き
工
房
】
坂
口
依
内
子
さ
ん 

所
在
地
：
西
原
村
小
森
２
７
３
６-

１ 

営
業
時
間
：  

： 

～ 

（
お
天
気
に
よ
り
変
動
い
た
し
ま
す
。
） 

私
た
ち
の
こ
だ
わ
り
：
今
か
ら 

年
前
、
阿
蘇
郡
西
原
村
に
け

や
き
工
房
の
原
点
が
あ
り
ま
し
た
。
趣
味
か
ら
始
め
た
パ
ン
作

り
が
口
コ
ミ
で
ご
好
評
頂
き
、
今
で
は
た
く
さ
ん
の
お
客
様
に

愛
さ
れ
る
パ
ン
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
新
た
な
出
会
い
を
頂

く
「
皆
様
と
の
ご
縁
を
大
切
に
」
健
康
と
喜
び
に
繋
が
っ
て
い

く
パ
ン
作
り
を
心
が
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

        
 

【欧風食彩ラピス】永田智広さん 

所在地：西原村小森１１１３ 

ランチタイム：11：30～14：00 

ディナータイム（ご予約のみ）： 17：00～21：00 

定休日：毎週火曜日 

ラピスのおもてなし 

・お客様の大切なひとときのために、素材も雰囲気も大切にしています。 

【けやき工房】坂口依内子さん 

所在地：西原村小森２７３６-１ 

営業時間：10：00～（お天気により変動いたします。） 

私たちのこだわり 

・今から 15 年程前、阿蘇郡西原村にけやき工房の原点がありました。

趣味から始めたパン作りが口コミでご好評頂き、今ではたくさんのお

客様に愛されるパンとなりました。今後も新たな出会いを頂く「皆様

とのご縁を大切に」健康と喜びに繋がっていくパン作りを心がけてい

きたいと思います。 
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■
集
落
の
将
来
像 

                      

 
はたモンフィールド構想 

■はたモンひろば 
遊び場であり、イベントも開
催できるオープンスペース 

■はたモンの森 
林床にも日が差すきれいな
大嶺山の山林です。 
林間のフットパスをたどれ
ば風の里にたどり着きます。 

－環境と生活のバランスが良く、人が優しく大変仲のよい集落なのです－ 

畑集落公民館 

N 

けやき工房 

ﾚｽﾄﾗﾝ ラピス 

■はたモンハウス 
熊本地震に耐えた小屋を地
域の人達の手で改修したみ
んなの基地です。ボランティ
アさんの宿泊もできます。 

■はたモン棚田 
小さいながらも美しい棚田
です。 
共同事業でおいしいお米を
作っています。 
 

真成寺 

きつね塚古墳 

畑地蔵 

こんな場所をつくりたい 
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